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限外濾過濃縮法 に よる飼 育水 中IHNVの 検 出お よび

紫外線 のIHNV不 活 化効 果につい て

吉水 守,佐 見 学,小 原昌和,山 崎隆義,木 村喬久

(1990年9月6日 受付)

Detection of IHNV in Hatchery Water by Molecular Filtration Method

•@ and Effectiveness of U. V. Irradiation on IHNV Infectivity

Mamoru Yoshimizu,*1 Manabu Sami,*1 Masakazu Kohara,*2

Takayoshi Yamazaki,*2 and Takahisa Kimura*1

Infectivity of the infectious hematopoietic necrosis virus (IHNV) was measured by molecular

 filtration method. Before filtration, beef extract was added to the water (0.01%) and the condenced

 water was sterilized with 0.45ƒÊm filter pretreated with 1% FBS. Virus infectivity of IHNV in non-

irradiated river water was 0.56TCID50/l and U.V, irradiated water was less than 0.32TCID50/l.

 Infectivity of the IHNV in the pond water where there was an IHN outbreak, was measured 5.60

TCID50/l. Two groups of 1,000 rainbow trout Oncorhynchus mykiss (body weight 0.11g), were

 cultured in 45l of aquarium, to use the river water and U.V. irradiated river water. U.V. dosage 

was 6.0 to 10.0•~103ƒÊW•Esec/cm2. Cumulative mortality of these 2 groups of the fish observed 

25 days as 99.7% in river water and 3.9% in U.V. irradiated river water.

緒 言

魚類 の養殖 事業 の進展 につれ,魚 病 被害 も年 々増加 の

傾向にあ る。特 に ウイルス性 疾 病 は 効 果 的治療 法 が な

く,現 状では防除 ・防疫 に頼 らざるを 得ない。

IHN　 の防御対策 としては,幼 稚魚 の飼育 水温 を調節

す る方法1) を はじ め,ワ クチ ンの開 発2) や 化学療 法3-5) 等

が検討 されて きたが,現在 最 も効 果的 でかつ広 く用い ら

れてい る方法 は卵を発 眼期 に ヨー ド剤で消毒 し,6)7) そ

の後IHNVに 感 受性 を持 つ期 間 を,ウ イル スフリ ーの

湧水あ るい は紫 外線 で処 理 した用 水 で飼育 す るこ とに よ

り発病を予防す る方法 で ある。

この方法 に ょ り現在IHNV汚 染地 域の ニジマス養 魚

場ではTHNVの 被害 か ら免 れて い るが,病 原体 フ リー

と考 えられ る湧 水あ る い は 紫外 線 処 理 飼 育 水 中 の

IHNV量 を測 定す る こ とは従来困 難 で あ った 。

最近Watanabe et cl.8) は,IHNVお よびそ の他 の

魚類病原 ウイル スの濃縮 を限外 濾過 装置 を用 いて行 い,ま

たBatts and Winton9) もこの限 外濾 過 装置 とポリ エ チ

レング リコールに よる ウイルス の沈降 法を 組み合 わせ た

方法が,IHNVの 濃 縮 に有 効 であ ると報告 している。

本報ではまず限外濾過装置によるIHNVの 濃縮条件

について検討し,得 られた条件下で飼育水中のIHNV感

染価の測定を行ないウイルス回収率の検討を行なった。

つ いで紫 外線 のIHNV不 活 化効 果を検討 し,IHNV汚

染流 域 での養魚用 水 中に存在 す るIHNVの 検出 と,長

野 県水産 試験場構 内 の養魚用 水 濾過殺 菌装置 のIHNV

不 活化効 果を検 討 したので その結果 を報告 す る。なお

同水試の位置 す る明科,穂高 地 域は,豊富 な湧 水 を利 用 し

て我国 有数 の ニジマス生産地 で あるが,昭 和49年 以降

IHNが 発生L養 魚用水 系 がIHNVに 汚 染 され たため

ニジマ スの再生産 は不 可能 とな り,多 く の 養 魚 場 で は

IHNVに 感 受性 を有す る期間,IHNVに 汚染 され てい

ない湧 水や地 下水を用 い て稚魚 を飼育 してい る。

材料と 方 法

供試 ウ イルス　 IHNVと してChAb株 を供試 し,10%

牛胎 児血清加minimum essential medium(Gibco)を

用いRTG-2細 胞10) で培養後,培 養 液をHAフ ィルターで

濾過 し－80℃ にストック して以後 の実験 に供 試 した。

ウイル ス感 染価 の測定 はRTG-2細 胞 を用 いた常 法の マ

イクロ タイ タープ レー ト法によ り行 った。

*1 –kŠC“¹‘åŠw•…ŽYŠw•” (Laboratory of Microbiology, Faculty of Fisheries, Hokkaido University, Minato, 

Hakodate, Hokkaido 041, Japan).

*2 ’·–ìŒ§•…ŽYŽŽŒ±•ê (Nagano Prefectural Fisheries Experimental Station, Akashina, Higashichikuma, Nagano 

399-71, Japan).



供試 魚　 サ クラマ ス発 眼卵 を北海道 さけ ・ます ふ化場

よ り分 与 を受け,水 産 学部 内の脱塩 素処理 水道 水(10℃

)を用 いた飼 育槽 で孵 化 させ,魚 齢約3ヵ 月齢 時 に実 験 に

供試 した。

限外 濾過 装置　 限外濾 過装置 とし ては, Milliporeの

ペ リコンラボ カセ ッ ト(XX42 OLC KO)を,ま た限外

濾過膜 に は同 じ くMilliporeの 公 称分 子量限 界300,000

のパ ケ ッ ト(PTMK OLC M2)を 供 試 した。

限外 濾過条 件の検 討　1) FBS処 理 に よる ミ リポア ー

フ ィル ターHAへ のIHNV吸 着阻 止効果

Hanks' BSS (Gibco)で0, 0.1, 1.0, 2.0%に 希釈 した

FBSを あ らかじ め2m1通 過 させ た ミリポ アー フ ィル タ

ーHA(ポア サイ ズ0 .45μm)を 用 いて105.05　TCID50/ml

のIHNV培 養濾液2mlを 濾過 し,濾 液 の感 染価 をFBS

未処理 フイ ルター に よる濾液 と比較 した。

2) 肉 エキ ス添 加 に よる限 外濾過摸 へ のIHNV吸 着 阻

止 効果106.05 TCID50/mlのIHNV培 養濾液1mlを

5,000mlの 脱塩 素処 理水 道水 に懸濁後,ま ず1.0% FBS

 (in Hanks' BSS)に 浸 した ポア サ イズ0.80μmの ミリポ

アフ ィル ターSCで 濾過 し,次 に このIHNV懸 濁液 に

肉 エキ スを0, 0.01, 0.05, 0.10%と な る ように添 加 して

限外 濾過 し10mlに 濃縮 した 。 上記同 様1.0% FBS

 (Hanks' BSS)を あ らか じめ2ml通 過 させた ミリポア

フ ィル ターHAで 再度 濾過 除菌 し,濾 液 の ウイルス感染

価 を比 較 した。

IHNV浸 漬感染 実験前 後の飼育 水中 ウ イ ル ス感染価

の変化　 IHNV培 養濾 液(106.05 TCID50/ml) 1mlを

1,000mlの 脱塩 素処 理 水道 水に 懸濁 し,約3ヵ 月齢 のサ

クラマス50尾 を収 容 して60分 間浸 漬感 染 させ た。 浸

漬後 の飼 育水500m1に 肉エ キ スを0.01%の 割合 に添加

後,限 外 濾過装置 で5mlに 濃縮 し, 1.0% FBS (in

 Hanks' BSS)を2ml通 したHAブ イルタ ーで再度濾

過 除菌 して濾液 の ウ イルス感染価 を測 定 した。対 照 と し

て は,ま ず サ クラマ ス50尾 を脱塩 素水1,0001mlに 同様

に60分 間収 容後IHNV培 養濾液1mlを 懸濁 し,試 験

区同様60分 間 供試 魚な した 静置 して,そ の500mlを 同

条件 で限外濾 過処 理 を行い,ミ リポ ア フ ィル ターで濾過

除 菌後,濾 液 の ウイルス感染 価 を測定 した 。

流水式 紫外 線殺菌 装 置のIHNV不 活化効 果　70lの 脱

塩 素処理 水 に ウイル ス感 染価 が約102.00 TCID50/mlと な

る よ うに,IHNV培 養濾液 を 懸濁 した ものに,市 販 の流

水殺 菌装 置(西 武 化学CS-50-U,二 重 管式, U. V,出 力

15W,耐 水圧 力10kg/cm2以 上)に 渦 流 ポ ンプ,流 量計

等 を組み 合わ せた もの を用い,流 量 がそれ ぞれ10.0, 5.

0l/ minす なわ ち紫外線 照射 量 が1.1×104, 2.3×104μW・

sec/cm2とな る よ うに紫外線 を照 射 した。 紫外線 照射 前

後 の供試 水 の ウイルス感 染価 を1.0% FBS (in Hanks'

 BSS)を2ml通 した ミリポア フ ィル ターで濾過 除菌 して

測 定す る と共に,紫 外線 処理 水1lに 肉エ キスを0.01%

の割合 に添加 後,限 外濾 過 に よ りそれ ぞれ10mlに 濃縮

し,濾過 除菌 後(1.0% FBS処 理HA使 用)ウ イルス感

染価 を測定 した。 なお,紫 外線 照封 量 は照度計(ト プコ

ンUVR-254)に よる照 度 の実 測値 と照 射時間か ら算出

した。

Fig. 1. Illustration of disinfection system of

 rearing water by U. V. treatment in Nagano

 Prefectural Fisheries Experiment Station.

長 野県水 産試験 場 構 内の 養 魚用 水 濾 過 殺 菌 装 置 の

IHNV不 活化効果 　1) 濾 過殺 菌処 理水 中 のIHNV感 染

価:長 野 水試 内の養 魚用水 濾 過殺菌 装置 の全容をFig. 1

に示 した 。す なわ ち まず河 川水 を取 入れ,プ ラスチ ック

の波 板(タ キ ロン)を514枚,斜 め45° に並べ,稽 水

中 の大 きな粒 子を沈 澱除去 し,次 いで容量 約65mlの プ

ラスチ ック容 器1,000個 を一袋 として300袋 を収容 した

槽 を通過 させ,微 細 浮遊 物 を吸着 除去 後,ス テ ンレス板

上 に水深4.5cmと な る よ うに用水 を流 し,水 面上6cm

に市 販 の紫外 線殺菌 灯(15W)を40本 設置 して1.2

-2.0×103μW・/cm2の 紫外 線(実 測値)を 照射 した 。流量

か ら求め た照射 時間 は5秒 間 であ り照射紫 外線外線量は

6.0-10.0×103μW・sec/cm2と 計 算 され る。 この濾過殺

菌装 置の処 理 前 の水(原 水:Fig. 1; A点),沈 澱濾過処

理水(Fig. 1; B点),紫 外線 処理 水(Fig. 1;C点),お よ

び 同水試 構 内のIHN発 症池 の飼 育水 各10lを 供試 し,

ミリポ ア フィ ル ター(0.80μm, 1.0% FBS処 理)で 濾過

後, 0.01%の 割合 に肉 エキ スを添加 して限外濾 過を行い

10mlま で濃縮 した 。1.0% FBSで 前処 理 したHAフ ィ

ル ターで再 度濾 過除 菌後 ウイル ス感 染価 を測定 した。0

2) 濾過 殺菌 処理水 を用 いた ニジマ スの飼育 試験:上 記

の養 魚用水 濾過 殺菌 装置 の原 水(A点),沈 澱濾 過処理水

(B点)お よび紫外線 処理 水(C点)を それ ぞれ注水量

15-20ml/secで45lの 水槽 に引 き込 み,平 均 魚体重

0.11 gのニ ジマ スを1,000尾 収 容 し,そ の後25日 間の

累 積斃 死率 を観 察す る と ともに斃 死魚 につ いて は,常 法

に よる ウイル ス検査 を実 施 した。



Table 1. Effect of FBS pre-treatment* on IHNV infectivity

Table 2. Effect of beef extract concentration on IHNV infectivity condenced by molecular filtra-

tion*

結 果

FBS処 理 によるHAフ ィルターヘ のIHNV吸 着阻 止

効果　 ミリポア フ ィル ターHAを0.1, 1.0, 2.0%の

FBS (in Hanks' BSS)で 処 理 した後IHNV培 養濾液

(105.05 TCID50/ml)を 濾 過 した ときの ウイルス感 染価 の

測定結果をTable 1に 示 した 。0, 0.1, 1.0, 2.0%のFBS

を通 したHAフ ィル ターで濾過 後 の ウイ ルス感染価 は,

それぞれ103.22, 103.40, 1003.90, 104.10 TCID50/ml(平 均値)

とな り, HAフ ィル ターを1.0-2.0% FBSで 処 理 した

場合,回 収率が最 も高 くな った 。

肉エキス添加 によ る限外 濾過膜 へ のIHNV吸 着阻 止

効果　 IHNV懸 濁液 に,肉 エキ スを0.01, 0.05, 0.1%

の濃度で添加後,限 外濾過(分 子量300,000の 濾過膜 を

使用)に よ り500倍 に濃 縮 した後 の ウイル ス感染価 を

Table 2に 示 した。理 論 的(回 収 率100%時)に は,

105.05 TCID50/mlの ウイルス が回 収 され る こ とにな るが

肉エキスを0, 0.01, 0.05, 0.10%の 割合 に添加 した場 合

の濃縮液 の ウイルス感染 価 は そ れ ぞ れ102.95, 103.40

, 103.48, 103.35　TCID50/ml(平 均値)と な り,肉 エキ スを少

量(0.01%以 上)添 加す る こ とに よ り回収 率 が増加 した 。

IHNV浸 漬感 染実験 前後 に おけ る飼育 水中 ウ イ ル ス

感染価の変化 　 IHNV培 養 液を 脱 塩 素 処 理 水 道 水

1,000mlに103.05 TCID50/mlと な る よ うに懸 濁後,サ ク

ラマスを60分 間浸漬 した飼 育水 を限外濾過 に よ り100

倍 に濃縮 した時 の ウイルス感 染価 は103.05 TCID50/mlで

あった 。対 照 として サ クラマスを まず60分 間収 容後,

魚 を取 り上 げIHNV培 養濾液 を懸濁 し,同 様 に100倍

に濃 縮 した場合 の ウイル ス感 染価 は104.30 TCID50/mlで

あった(Table 3)。

Table 3. Reduction of the IHNV infectivity by

 water-borne infection*

流 水式 紫外線 殺菌 装置のIHNV不 活 化効果 　 IHNV

懸濁 液 の 紫 外 線 処 理 前 の ウ イ ル ス 感染価 は101.56

 TCID50/mlで あ ったが,紫 外線 を照射 す る といずれ の紫

外線 量 に お い て も ウ イ ル ス 感 染価 は 検 出限 界 以下

(≦100.80 TCID50/ml)と な った 。一方 紫外線処 理前 の ウ

イル ス懸濁液 を限外 濾過 に よ り100倍 に濃縮 した 時の ウ

ィル ス感 染価 は, 102.55 TCID50/mlで あ ったが,紫 外線

処 理後 の懸濁 液 では 検 出 限界以下(≦100.80 TCID50/ml)

とな った(Table 4)。



Table 4. Effect of U. V. irradiation on IHNV infectivity

Table 5. Effect of the sedimentation and U. V. 

irradiation on the IHNV infectivity

Fig. 2. Cumulative mortalities of rainbow trout.•£

; Untreated water.•œ

; After sedimentation.•Z

: After U. V. irradiation.

長野 水試 構 内の養 魚用水 濾過 殺菌 装置 のIHNV不 活

化 効果 　 1) 限外 濾過 に よる養 魚用水 か らの感染 性IHNV

粒子 の検 出IHN発 症池,濾 過殺 菌装 置 の原 水,沈 澱 濾

過 処理 水 お よび紫 外線 処理 水 をそれ ぞれ 限外濾 過 に よ り

1,000倍 に濃 縮 した時 の ウイル ス感染価 は,そ れ ぞ れ

5.6, 056, ≦0.32(検 出限界以 下), ≦0.32(検 出限界 以

下) TCID50/lで あ った(Table 5)。

2) 濾過 殺 菌処理 水 を用い た ニジマ スの飼 育試験 　濾 過

殺菌 装遣 の原 水,沈 澱濾 過処 理水 お よび紫外 線処 理水 を

も ちい て25日 間 飼育 した ニ ジマスの累 積斃 死率 はそれ

ぞれ99.7, 100, 3.9%で あ った(Fig. 2)。 また原水お よ

び沈澱 濾過 処理 水 を用い て飼 育 した群 の斃 死魚 か ら は

IHNVが 分 離 された が,紫 外 線処 理 水を用 い て飼 育 した

群 の斃 死 魚か らはIPNVが 分 離 された ものの, IHNV

は分離 され なか った 。

考 察

IHN防 御 を行 うにあた り飼 育用水 中に 存在 す る極め

て少量 の感染 ウイルス粒 子 を検 出す るこ とは,飼 育用水

の管 理 を行 う上 で 重要 であ る。す なわ ち,現 在 飼育用水

の ウイルス不 活化 には,紫 外線 殺菌 装置 が実用化 されて

い る が,そ の有効 性 は高い感 染価 の ウイル スを用 い ての

実験 室 レベ ルでの証 明 がな されて い るにす ぎな い。そ こ

で まず飼 育用水 中 に存在 す る少量 の ウイルスを検 出する

た めに,限 外濾 過 を用い る場合 の濃 縮条件 につい て検討

を行 った。

飼 育用水 の限外 濾過濃 縮 を行 う場合,用 水 中の細菌 も

濃縮 され濾 液を その ま ま細 胞培 養系 に接種す ることは不

可能 であ る。従 って濃縮 前後 に濾 過除 菌が 必要 で あ る

が,濃 縮前 の大量 の水 を濾 過除菌 す る ことは実際上困難

であ り,濃 縮後 に濾過 除菌 す るこ とにな る。一 般に これ

らの濾 材は ウイルス を吸着 す るこ とが知 られ てい る。そ

こで供 試す る ミ リポア フ ィル ターHAをFBSで 前処理

す るこ とに よ り,IHNVの 回収率 を高 め るこ とを 目的に

FBSの 最適濃 度 を検討 した。無処 理 のHAフ ィルター

で濾過 した 場合,ウ イルス感染 価 は1/100に 減 少 したが,

1.0% FBSで 前処 理す る こ とに よって感 染価 の減少は1/

14に と どまった。

次に限 外濾 過膜 へ の吸着 防止 を 目的 に ウイル ス懸濁液

に種 々の濃度 で肉 エ キスを加 えて 限外濾 過 を行い肉エキ

スの添 加効 果を検 討 した が,肉 エキ スを 少量(0.01%以

上)添 加す る こ とに よ り回 収率 が増大 した 。Watanabe et al.8)

 は ウイ ルス懸濁 液 中にFBSを同 程 度添加す るこ

とに よ りウイル スの回 収 率 が増加 す る ことを報告 してい

るが、 コス ト面か ら考 えて 肉 エキ スの方が有 利 であると

考 え る。

従 って肉 エキ スを供 試水 に0.01%と な るよ うに添加

後,限 外 濾過 濃縮 を行 い,1.0% FBSで 前処 理 したHA



フィルターに よ り濾過 除菌 す れ ば,あ る程度効 率 良 く

IHNVの 濃縮 が可能 であ る と考 え られ る。先 の肉エ キス

添加濃度 の検 討 におい ては,0.01%肉 エ キ ス添 加後 限外

濾過濃縮 し1.0% FBSで 前処 理 したHAフ ィル タ ーを

用いて濾過除 菌 をお こな った が,そ の濃縮(500倍)後

のウィルス感染価 は103.40 TCID50/mlで あ った。仮に回

収率を100%と す る濃 縮後 の感染 価 は105.05 TCID50/m

lとなる。ここで上述 のHAフ ィル ター濾 過 に よる損失 を

考え合わせ る と,限 外濾 過 その ものの回収 率 は31.6%と

算出された。

ところで従 来,魚 類 病原 ウイルスの 人工感 染実 験を 行

う場合,浸 漬 法では100 TCID50/mlの ウイルス懸濁 液 に

60分間供試 魚を浸漬 す る方法を 用 いて きたが,浸 漬水 中

のIHNVの 感染価 の変 化を測 定す る こ とは困 難で あっ

た。上述 の よ うに限 外濾 過濃縮 法 に よ りウイルス の濃縮

が可能 となった こ とか ら,IHNV懸 濁液(103.05 TCID50/

ml)に サ クラマスを浸漬 感染 させ た場合 の浸漬 水中 の ウ

イルス感染 価の変化 を限外 濾過 濃縮 法 に よ り検 討 した。

濃縮後 の ウイルス感 染価 は対 照 で104.30 TCID50/mlで あ

ったが,サ クラマス浸漬後 の飼 育水 は103.05 TCID50/m

lであった。 この ウイルス感染価 の減少 は,な ん らかの形

で魚体に捕捉 され た もの と考 え られ る。浸漬感 染実 験を

100 TCID50/ml程 度 の懸濁液 で行 った場 合, HAフ ィル

ターヘの吸着を考 え併 せ る と,限 外濾 過濃 縮 を行わ なけ

れば浸漬 後の ウイル ス感 染価 は,検 出 され得 ない こ とに

なる。

次に,市 販 の流水式 紫外線 殺菌 装置 のIHNV不 活化

効果を検 討 した が,通 常の マ イ クロタイ ター法 に よる測

定では,紫 外線 照射 前 に101.55 TCID50/mlで あ っ た

IHNV感 染価 は1.1×104μW・sec/cm2の 紫 外線 照射 で,

検出限界以下(≦100.80 TCID50/ml)と な り,吉 水 ら11) の

結果 と同様,紫 外線 に よるIHNV不 活 化率 は82.2%以

上 と算 出された。 そ こで前記 同様限 外濾 過法 を用 いて紫

外線照射 前のIHNV懸 濁 液 を濃縮 し 感 染 価 を102.55

 TCID50/mlま で増 加せ しめ 得 た が, 1.1×104μW・sec/

cm2の紫外線 照射 後 は,同 様 に限 外濾過 濃縮 を行 って も

ウイルスの検出 されな か った(≦100.80 TCID50/ml)。 こ

の場合 のIHNV不 活 化率 は98.1%以 上 と算 出 された。

従って限外濾 過濃縮 法 を利用 す るこ とに よ り流 水 式紫外

線殺菌 装置 のIHNV不 活化 効果 を よ り厳密 に把 握 す る

ことが可能 にな る と考 える。

そこで長野 水試構 内 の濾過 殺菌 装置 のIHNV不 活化

効果につ いて限外濾 過法 を用 い て検討 した 。濾 過 殺菌装

置で処理す る前の河 川水(原 水)を1000倍 に濃 縮 した

ところ,1l当 り0.56 TCID50の ウイル スが検 出 され た

。しか し濾 過殺 菌装置 内 の濾過槽 通過 後 お よび紫 外線 照射

後の用水 で は共に検 出限 界以 下(≦0.32 TCID50/l)で あ

った。すなわちこの濾過殺菌装置 においては濾過 も

IH NV除 法に有効であったと考えられる。さらに同水試

構内のIHN発 生池の飼育水からは, 1l当 り5.6 TCID50

のIHNVが 検出された。前述の如く限外濾過 に よる

IH NVの 回収率は500倍 濃縮時において31.6%で あっ

たが,本 実験の濃縮倍率は1,000倍 であり,そ の圏収率

はさらに低いものと予想される。しかし濾過と紫外線照

射を組み合わせた濾過殺菌装置の処理水か らはIHNV

が検出されなかったこと,ま た濾過殺菌装置の処理水中

ではニジマスにIHN感 染が成立しなかったことなどを

考え合わせると,今 回調査した濾過殺菌装置はIHNVの

不活化には十分機能していることが確認された。養魚用

水系の上流においてIHNが 発生し,水 系がIHNVに

汚染された場合にも,今回 調査した濾過殺菌装置と同等

の能力を有する装置を用いた処理で汚染水の有効利用が

可能になると考える。

要 約

限外濾過法を用いたIHNVの 濃縮条件を検討し,得

られた条件下で濾過濃縮を行い,浸 漬感染試験時の飼育

水中のIHNV感 染価の変化,さ らに実験室内における

流水式紫外線殺菌装置および長野県水産試検場構内の濾

過殺菌装置のIHNV不 活化効果を観察し,以 下の結論

を得た。

1) 限外濾過濃縮は試水に0.01%の 割合に肉エキスを

添加して行い,濾 過除菌には1.0% FBSで 前処理を

したフィルターを用いることにより高いウイルス

回収率が得られた。

2) 限外濾過濃縮法を用いることにより,サ クラマスの

IHNV浸 漬感染試験で,飼 育水中のウイルス感染の

変化が観察でき,魚 体へのIHNV吸 着を認めるこ

とができた。

3) 市販の流水式紫外線殺菌装置の公称有効能力(照

射量1.1×104μw・sec/cm2)でIHNV懸 濁水を処理し

た場合, 98.1%以 上のIHNVが 不活化されること

が確認された。

4) 長野水試構内の濾過殺菌装置のIHNV不 活化効果

を観察し,IHN発 生池から5.6 TCID50/l,殺 菌棟の

原水から0.56 TCID50/lの ウイルスを検出し得た

。濾過および紫外線処理後の用水からはIHNVは 検

出されなかった。またニジマスを用いた感染試験で

は,原 水および濾過処理水中でIHNの 発症を認め

たが,紫 外線処理水中での発症は認められず濾過殺

菌装置の有効性が確認された。
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